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日
本
留
学
を
志
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
を
対
象
に
し
た

日
本
留
学
フ
ェ
ア
が
、
29
日
に
東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
バ
ヤ
市
の

ス
ク
エ
ア
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
で
、
30
日
に
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）

で
開
か
れ
る
。
日
本
に
留
学
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
は

２
０
１
７
年
に
５
千
人
台
を
突
破
。
奨
学
金
制
度
や
英
語
で

学
位
が
取
得
で
き
る
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
。                                  

（
上
村
夏
美
）

　
留
学
フ
ェ
ア
は
日
本
学
生
支

援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
が
主

催
。
こ
と
し
は
大
学
や
専
門
学

校
、
日
本
語
学
校
な
ど
、
ス
ラ

バ
ヤ
で
41
機
関
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
75
機
関
（
９
月
６
日
時
点
）

が
参
加
し
、
留
学
情
報
を
提
供

す
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
調
査
に
よ
る

と
、
日
本
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

留
学
生
は
10
年
に
２
千
人
台
、

14
年
に
３
千
人
台
、
16
年
に
４

千
人
台
と
増
加
し
、
17
年
に
は

５
４
９
５
人
に
達
し
た
。
留
学

生
数
は
11
年
か
ら
の
６
年
間
で

約
２
・
４
倍
と
急
増
し
て
い

る
。

　
大
幅
に
増
え
て
い
る
の
が
私

費
留
学
生
だ
。
16
年
に
は
前
年

比
９
１
２
人
増
、
17
年
に
同
８

７
４
人
増
と
、
12
年
か
ら
続
い

て
い
た
同
２
０
０
〜
３
０
０
人

の
増
加
幅
が
３
倍
近
く
ま
で
伸

び
て
い
る
。

　
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
大
使

館
の
山
口
敬
一
１
等
書
記
官

（
教
育
担
当
）
は
、
要
因
の
一

つ
と
し
て
、
平
均
所
得
が
上
昇

し
た
こ
と
以
外
に
、
大
学
授
業

料
が
英
米
豪
と
比
較
し
て
安
価

▽
英
語
で
学
位
が
取
得
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
増
加
▽
民
間
奨

学
金
、
大
学
の
奨
学
金
制
度
▽

日
本
に
行
け
ば
留
学
生
サ
ポ
ー

ト
が
充
実
し
て
き
て
い
る
▽
奨

学
金
が
な
く
て
も
授
業
料
免
除

と
い
う
制
度
が
あ
る̶

̶

な
ど

の
情
報
が
各
校
の
広
報
活
動
を

通
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
認

知
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
る
。

　
機
関
別
に
み
る
と
、
最
も
増

加
率
が
大
き
い
の
は
日
本
語
学

校
で
、
11
年
か
ら
の
６
年
間
で

８
倍
増
。
も
と
も
と
在
籍
す
る

留
学
生
数
が
多
い
大
学
院
の
同

１
・
48
倍
増
を
は
る
か
に
上
回

っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
留
学
生

事
業
部
留
学
情
報
課
は
「
日
本

語
学
校
を
入
口
と
し
て
、
大
学

あ
る
い
は
専
門
学
校
へ
進
学
し

て
い
る
流
れ
が
見
て
と
れ
る
」

と
話
す
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
語
学

習
者
数
は
、
74
万
５
千
人
（
国

際
交
流
基
金
２
０
１
５
年
度
調

査
）
で
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
２

位
だ
。
日
本
語
学
習
の
需
要
が

高
い
中
、
「
経
済
成
長
に
合
わ

せ
て
、
日
本
留
学
が
現
実
的
な

も
の
と
し
て
計
画
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
が
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
指
摘

す
る
。

　
ま
た
、
大
学
の
学
部
留
学
生

は
６
年
間
で
２
・
７
倍
増
と
な

っ
た
。
英
語
で
学
位
が
取
得
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
な
ど

日
本
側
の
要
因
の
ほ
か
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
日
本
企
業
が
積
極

的
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
日
本
企
業
へ
の
近
道
」

と
い
っ
た
日
本
語
学
習
や
日
本

留
学
に
利
点
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
と
い
う
。

　
増
加
を
続
け
る
日
本
へ
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
だ
が
、

　
早
稲
田
大
学
（
新
宿
区
）

は
、
２
０
３
２
年
ま
で
に
在
籍

す
る
外
国
人
留
学
生
数
を
１
万

人
に
増
や
す
目
標
を
掲
げ
、
各

国
の
言
語
に
対
応
し
た
広
報
活

動
に
注
力
し
て
い
る
。

私
費
１
年
で
874
人
増

学部の英語コース拡充 

　
大
阪
大
学
（
吹
田
市
）
は
学

部
の
英
語
コ
ー
ス
を
拡
充
し
て

い
る
。
文
部
科
学
省
が
２
０
０

９
年
、
大
学
の
国
際
化
を
推
し

進
め
る
「
国
際
化
拠
点
整
備
事

業
」
に
採
択
し
た
全
国
13
大
学

の
う
ち
の
１
校
で
、
学
部
の
英

語
コ
ー
ス
に
留
学
す
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
学
生
も
増
え
つ
つ
あ

る
。

　
事
業
採
択
翌
年
の
10
年
度
、

学
部
英
語
コ
ー
ス
の
化
学
・
生
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日
本
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学

生
数
を
国
別
で
み
る
と
、
全
体

数
の
わ
ず
か
２
％
で
７
位
（
17

年
）
。
日
本
語
学
習
者
数
世
界

１
位
の
中
国
は
、
比
例
す
る
よ

う
に
留
学
生
の
数
も
１
位
な
の

に
対
し
、
同
２
位
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
13
年
か
ら
６
〜
７
位
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
の
留
学
先
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が

主
流
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留

学
生
を
ど
う
日
本
へ
呼
び
込
む

か
、
受
け
入
れ
側
の
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

文
化
服
装
学
院

ファッションで日本就職
　
日
本
語
学
校
に
次
い
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
の
増
加
率

が
大
き
い
専
門
学
校
。
Ｉ
Ｔ
や

自
動
車
整
備
の
ほ
か
、
近
年
は

日
本
就
職
も
視
野
に
入
れ
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
人
気
が
集
ま

る
。

　
１
９
１
９
年
に
創
設
、
多
く

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
輩
出
し
て
き

た
文
化
服
装
学
院
（
渋
谷
区
）

に
は
現
在
、
世
界
25
カ
国
か
ら

８
６
９
人
の
留
学
生
が
在
籍
、

全
校
生
徒
の
25
％
を
占
め
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
も
64
年
か
ら

受
け
入
れ
て
お
り
、
現
在
８
人

が
在
学
、
う
ち
８
割
が
服
作
り

を
学
ぶ
学
科
に
所
属
し
て
い

る
。
卒
業
後
、
ほ
と
ん
ど
は
帰

国
す
る
が
、
中
に
は
日
本
で
の

就
職
を
目
指
す
学
生
も
い
る
。

　
「
卒
業
後
は
、
日
本
で
パ
タ

ー
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
き

た
い
」
と
話
す
の
は
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
工
科
基
礎
科
１
年
の
ア
イ

リ
ン
・
ウ
ィ
ラ
さ
ん
（
20
）
。

同
校
卒
業
生
が
パ
タ
ン
ナ
ー
の

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
「
私
に
も
働
く
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
」
と
将
来
の
夢
を
描

く
。

　
ア
イ
リ
ン
さ
ん
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
高
校
卒
業
後
、
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
本
格
的
に
服
作
り

を
学
べ
る
学
校
が
な
い
」
と
海

外
進
学
を
決
意
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

学
校
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
入
る

文
化
服
装
学
院
を
知
り
、
歴
史

と
恵
ま
れ
た
学
習
施
設
、
環
境

を
理
由
に
留
学
を
決
め
た
。

　
言
葉
の
問
題
は
あ
っ
た
が
、

同
校
に
入
る
前
、
隣
接
す
る
文

化
外
国
語
専
門
学
校
で
１
年
半

日
本
語
を
学
び
、
日
本
語
能
力

試
験
２
級
（
Ｎ
２
）
を
取
得
。

文
化
服
装
学
院
の
授
業
で
は
繊

維
の
形
状
、
名
称
な
ど
専
門
用

語
が
使
わ
れ
る
が
、
「
次
第
に

覚
え
て
い
く
の
で
あ
ま
り
問
題

で
は
な
い
」
。
「
日
本
語
を
こ

こ
ま
で
学
ん
だ
の
に
、
こ
の
ま

ま
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
」
と
日
本
就
職

を
目
指
す
。

　
同
学
院
は
東
ア
ジ
ア
、
東
南

ア
ジ
ア
の
学
生
募
集
に
力
を
入

れ
、
６
カ
国
・
地
域
で
海
外
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。
「
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
対
象

の
就
労
ビ
ザ
取
得
を
考
え
、
服

作
り
な
ど
の
技
術
系
学
科
に
人

気
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
（
上
村
夏
美
）

服飾デザインの授業で布の色を比較するアイリンさん＝
アイリンさん提供

大
阪
大
学

物
学
複
合
メ
ジ
ャ
ー
コ
ー
ス
を

開
講
。
11
年
度
に
は
文
系
の
人

間
科
学
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。

12
年
度
に
は
学
部
英
語
コ
ー
ス

初
と
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留

学
生
を
受
け
入
れ
、
18
年
度
ま

で
に
受
け
入
れ
た
の
は
計
７

人
。

　
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
同
大

に
在
籍
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

留
学
生
全
体
で
み
る
と
そ
の
数

は
ま
だ
少
な
い
。

　
世
界
94
カ
国
か
ら
集
ま
る
留

学
生
２
４
８
０
人
の
う
ち
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
１
２
３
人

で
、
中
国
の
１
０
８
４
人
、
韓

国
の
２
６
６
人
に
次
い
で
３
番

目
に
多
い
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
根
強
い

人
気
な
の
は
理
系
で
、
特
に
工

学
部
、
大
学
院
の
工
学
研
究
科

に
は
１
２
３
人
の
44
％
を
占
め

る
54
人
が
在
籍
。  

　
１
２
３
人
の
う
ち
、
１
０
１

人
は
大
学
院
生
だ
。
大
学
院
で

は
以
前
か
ら
英
語
コ
ー
ス
が
あ

っ
た
が
、
学
部
で
も
英
語
で
学

べ
る
と
周
知
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
だ
。
　
　
（
上
村
夏
美
）

日本人講師の説明を熱心に聞くインドネシア人留学生（中央）
＝大阪大学提供

イベント「ＩＣＣ（異文化交流センター）インドネシア文化ナイト～インドネシアの踊り、音楽、フ
ァッションを体感しよう～」に参加するインドネシア人学生ら＝早稲田大学ＩＣＣ提供

ＦＢフォロワー13万人
早稲田大学

　
14
年
度
に
は
学
内
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
を
横
断
す
る
職
員
た
ち

が
、
11
カ
国
・
地
域
ご
と
に
広

報
チ
ー
ム
を
形
成
。
現
地
で
の

広
報
活
動
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
強
化
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
同
年
度
か
ら
民
間
会

社
と
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
運

用
の
一
部
を
委
託
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
に

も
対
応
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
版
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ア
カ
ウ
ン
ト
「
ワ
セ
ダ
・
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
」
は
、
こ
と
し
９
月
ま
で

に
、
13
万
１
６
０
３
人
が
フ
ォ

ロ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学

生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
な
ど

も
公
開
し
て
い
る
。

　
現
在
、
在
籍
す
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
は
１
０
７
人
。
校
内
で

は
礼
拝
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
食

堂
に
は
ハ
ラ
ル
の
食
事
を
用
意

す
る
な
ど
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

　
英
語
の
み
で
学
位
が
取
得
で

き
る
の
は
全
７
学
部
・
14
研
究

科
。
学
部
の
審
査
方
法
は
、
書

類
審
査
の
み
か
書
類
審
査
と
面

接
。
14
年
か
ら
は
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
も
面
接
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
は
自
宅
で
面
接
試
験
を
受

け
ら
れ
る
「
ウ
ェ
ブ
面
接
方

式
」
へ
の
移
行
を
計
画
し
て
い

る
と
い
う
。
合
格
発
表
後
、
希

望
者
に
は
大
学
側
が
入
国
管
理

局
で
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書

の
代
理
申
請
を
行
い
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

　
ま
た
、
正
規
の
学
部
留
学
生

に
は
日
本
語
科
目
の
授
業
料
を

免
除
す
る
な
ど
入
学
後
の
日
本

語
学
習
を
支
援
す
る
体
制
も
整

え
て
い
る
。
大
学
付
属
の
日
本

語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
約
３

０
０
あ
る
日
本
語
科
目
か
ら
履

修
が
可
能
。
日
本
語
を
全
く
学

習
し
た
こ
と
の
な
い
学
生
向
け

レ
ベ
ル
も
多
数
あ
り
、
自
身
に

適
し
た
科
目
を
学
べ
る
。

　
学
内
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留

学
生
グ
ル
ー
プ
「
Ｐ
Ｐ
Ｉ
ワ
セ

ダ
」
で
は
、
学
生
同
士
が
定
期

的
に
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
の
協
力
体
制
が
で
き
あ

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
上
村
夏
美
）
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Edisi Khusus

JASSO3 Sabtu, 15 September 2018

P
encapaian usia ke-60 hubungan 
diplomatik Indonesia-Jepang juga 
ditandai dengan semakin mudah-
nya pelajar Indonesia mendapat-

kan berbagai informasi mengenai kampus 
di Negeri Sakura. Di antaranya melalui se-
jumlah konsultan pendidikan ke Jepang, 
termasuk pameran pendidikan “Study in 
Japan Fair” yang rutin digelar setiap tahun 
oleh Japan Student Services Organization 
(JASSO).

Dalam pameran pendidikan tersebut, 
para pelajar Indonesia yang ingin belajar 
ke Negeri Sakura bisa mendapat gambaran 
dari beragam sekolah, sekolah Bahasa Je-
pang, sekolah tinggi dan perguruan tinggi 
sehingga mereka bisa memutuskan akan 
melanjutkan studi ke mana.

Di sisi lain, sejumlah konsultan pendidik
an juga hadir di sini. Hal ini diakui oleh Vice 
Principal Evergreen Japanese Course, Sugi-
ta Chandra, bahwa belakangan ini semakin 
mudah para siswa Indonesia mendapat-
kan informasi tentang sekolah ke Jepang. 
“Minat siswa juga semakin meningkat dari 
tahun ke tahun. Kalau kita melongok 10 ta-
hun ke belakang, mungkin siswa juga masih 
bingung mencari informasi. Kalau sekarang 
sudah banyak konsultan pendidikan ke Je-
pang dan pameran JASSO ini juga membe-
rikan banyak informasi,” jelas Sugita.

Lebih lanjut Sugita menjelaskan, ke-
beradaan konsultan pendidikan ke Je-
pang akan lebih memudahkan siswa 
untuk mengurus semua perlengkapan dan 
persyaratannya. Dia mencontohkan, Ever-
green membantu para siswa yang ingin 
sekolah ke Jepang mulai dari keberangkat
an hingga setibanya di sana. “Kita bantu 
pendaftaran, menerjemahkan dokumen, 
mengurus visa, tempat tinggal, dan seba-
gainya. Nantinya siswa tinggal berangkat 
saja,” tutur Sugita.

Evergreen yang berdiri sejak 1973 ini 
memiliki kerjasama dengan lebih dari 100 
sekolah bahasa dan universitas di Jepang 

sehingga siswa bisa memilih sesuai kebu-
tuhan mereka. “Kami memang banyak be-
kerjasama dengan sekolah Bahasa Jepang 
di sana. Karena sebelum memasuki college 
atau university, para siswa harus memiliki 
kemampuan Bahasa Jepang yang dibutuh-
kan. Biasanya butuh satu hingga dua tahun 
untuk belajar Bahasa Jepang. Sambil bela-
jar Bahasa Jepang, sekolah bahasa di sana 
juga akan membantu siswa mengarahkan 
ke universitas yang dituju,” urai Sugita pan-
jang lebar.

 Disebutkan, peningkatan siswa yang 
ingin belajar ke Jepang melalui Evergreen 
dari tahun ke tahun terus meningkat. De-
ngan rincian, tiga tahun terakhir jumlah si-
swa yang belajar ke Jepang terbilang stabil. 
Namun saat lima tahun lalu, peningkatan 
jumlah siswa yang ingin belajar ke Jepang 
bisa dua atau tiga kali lipat.

Tak Hanya di Jakarta
Tak hanya di area Jakarta saja, namun 

sejumlah konsultan pendidikan ke Jepang 

juga sudah hadir di beberapa daerah In-
donesia. Di antaranya, di Surabaya hadir 
Next Japanese Language Center yang me-
rupakan salah satu lembaga pendidikan 
kursus Bahasa Jepang dan juga konsultasi 
pendidikan ke Jepang. Lembaga ini memi-
liki jaringan kerjasama dengan sejumlah 
sekolah Bahasa Jepang, college serta per-
guruan tinggi baik untuk S1 dan S2. Nexs 
juga akan membantu siswa dalam memilih 
sekolah, proses dokumen dan administrasi 
persyaratan masuk ke sekolah di Jepang.

Di Medan hadir Panda Education Con-
sultant. Lembaga ini selain menyelengga-
rakan kursus Bahasa Jepang juga menye
diakan konsultasi bagi siswa yang ingin 
melanjutkan sekolah di sana. Panda juga 
siap membantu siswa mulai dari persiapan, 
keberangkatan hingga ketika siswa sudah 
tiba di tujuan. Membantu dalam mengurus 
identitas diri di Jepang, rekening bank, asu-
rasi kesehatan, pembelian  laptop, hand-
phone dan juga membantu mencarikan 
part time job atau arubaito.  •

 IkuZo Japanese & Manga Center sela-
in menyelenggarakan pendidikan Bahasa 
Jepang dan manga, juga menyediakan kon-
sultasi bagi siswa yang ingin melanjutkan 
studi ke Jepang. Di antaranya, IkuZo mem-
bantu siswanya untuk melanjutkan studi ke 
APU, OBKG, Human Academy, Manabi Ja-
panese, Tokyo Japanese Language Center, 
Tokyo World Language Academy, Shizuoka 
University, Toyo University, Onomichi City 
University, Mejiro Fashion & Art College, 
Osaka Animation College, Japan Engine-
ering College dan kampus lainnya.

Mengingat pentingnya informasi de-
til tentang sekolah di Jepang, disebutkan 
Marketing and Promotion IkuZo, Julian 
Prieska, mereka memberikan konsultasi 
secara pribadi. ”Kami memberikan konsul-
tasi one on one agar siswa dan orang tua 
yang memiliki minat melanjutkan studi ke 
Jepang mendapatkan wawasan dan info 
detil tentang apa yang mereka butuhkan 
atau cari,” jelas Julian.

Lebih lanjut, sambung Julian, IkuZo 
juga membantu seluruh proses pendafta-
ran dan keberangkatan siswa hingga siswa 
tiba di Jepang. Selain itu, IkuZo juga me-

mantau perkembangan siswa di sana. 
Sejak 2010, IkuZo mulai banyak didata

ngi oleh universitas, sekolah kejuruan dan 
sekolah bahasa di Jepang. Dan sejak saat 
itu pula, menurut Julian, IkuZo terus mem-
bantu memperkenalkan sekolah-sekolah di 
Jepang kepada para siswa di Indonesia.

IkuZo banyak menjalin kerjasama de-
ngan berbagai sekolah bahasa Jepang, 
sekolah tinggi dan universitas ternama di 
Jepang sehingga akan semakin membuka 
wawasan siswa untuk memilih kelanjutan 
studinya di sana.

Bahkan, IkuZo juga sudah bekerjasama 
dengan beberapa universitas yang membu-
ka jalur undangan (jalur rekomendasi) bagi 
siswa IkuZo, termasuk keringanan biaya. Di 
antaranya adalah dengan Kansai Universi-
ty, Hiroshima University of Economics, dan 
Digital Hollywood University (DHU).

Julian juga menambahkan, dari tahun 
ke tahun siswa IkuZo yang melanjutkan 
studi ke Jepang terus meningkat. ”Untuk 
tahun ini, jurusan yang paling banyak di-
minati siswa IkuZo melanjutkan studi ke 
Jepang adalah jurusan Bisnis, Ekonomi, En-
gineering dan Design,” tutup Julian  •

Semakin Mudah Menuntut Ilmu ke Negeri Sakura

Konsultasi Secara Pribadi

Pameran JASSO memberikan banyak informasi sekolah di Jepang.

Program Youth Invitation Japan-Indonesia 60 th, salah satunya diikuti oleh siwa IkuZo di Jepang.

HaloJepang!/Yuliani Tri  Astuti

Dokumtasi IkuZo
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B
agi mahasiswa Jepang, Bahasa In-
donesia juga menarik dipelajari. Ke-
mampuan berbahasa Indonesia itu 
sudah pasti membuka lebar kesem-

patan berpartisipasi di lapangan kerja inter-
nasional. Mereka turut berperan dalam per-
tumbuhan ekonomi Indonesia dan menjadi 
jembatan persahabatan Indonesia-Jepang.

Sejumlah universitas di Jepang memiliki 
jurusan Bahasa Indonesia. Di daerah Kanto 
ada Tokyo University of Foreign Studies dan 
Kanda University of International Studies. 
Sedangkan di daerah Kansai pilihannya 
ada di Osaka University School of Foreign 
Language, Setsunan University, dan Kyoto 
Sangyo University.

Tokyo University of Foreign Studies 
(TUFS) merupakan lembaga pendidikan ter-
tua yang mengkhususkan diri pada kajian-
-kajian asing. Universitas ini didirikan sejak 
jaman Tokugawa di 1857. Di universitas ini 
bahasa Indonesia merupakan bagian dari 
Program Kajian Asia Tenggara.

Jurusan Bahasa Indonesia itu umumnya 
masuk di departemen bahasa-bahasa Asia. 
Seperti halnya juga di Kanda University of 
International Studies (KUIS). Di universitas 
ini, Selain jurusan Bahasa Indonesia, untuk 
departemen bahasa Asia terdapat jurusan 
bahasa Tiongkok, Korea, Thailand dan Viet-
nam. Pada tahun ajaran ini humas KUIS me-
nyebutkan 102 mahasiswa sedang mempe-
lajari  Bahasa Indonesia.

Khusus untuk departemen bahasa-ba-
hasa Asia ini, mereka memfokuskan diri 
pada bahasa regional dan  juga  bahasa dari 
negara yang penting secara ekonomi. 

“Bagi mahasiswa Jepang, Bahasa Indo-
nesia memiliki kedua hal tersebut. Banyak 
mahasiwa kami mempelajari Bahasa Indo-
nesia agar dapat bekerja di perusahaan in-
ternasional dan turut berperan dalam per-
tumbuhan ekonomi Indonesia atau menjadi 
jembatan bagi komunitas Indonesia di Je-
pang. Mahasiswa kami menyadari Indone-

sia adalah negara keempat dengan pendu-
duk terbanyak di dunia dan mereka tertarik 
menjadi jembatan bagi kedua negara,” tu-
tur humas KUIS dalam surat elektroniknya.

Jurusan bahasa Indonesia ini didirikan 
sejak 1987. Sejak itu lebih dari 40 lulusan 
kampus di daerah Makuhari, Prefektur 
Chiba itu bekerja di Indonesia di berbagai 
lapangan seperti pelayanan kemanusiaan, 
perdagangan dan badan-badan pemerinta-
han.

Agar fasih berbicara Bahasa Indonesia, 

mahasiswa tahun pertama belajar lima kali 
seminggu. “Kelas dibatasi agar tidak terlalu 
besar sehingga mahasiswa mendapat ke-
sempatan mempraktikkan berkomunikasi 
dalam Bahasa Indonesia. Sebagai tambahan 
kelas bahasa, mahasiswa jurusan Bahasa 
Indonesia juga mendapat mata kuliah soal 
agama, politik dan budaya. Para mahasiswa 
juga mendapat kesempatan belajar ke luar 
negeri atau study tour singkat di Indonesia 
selama mereka berkuliah di KUIS,” kata hu-
mas tersebut.  •

Jurusan Bahasa Indonesia Semakin Diminati

1. Suasana belajar 
Bahasa Indonesia di 
KUIS. 2.  Multilingual 

Communication 
Center, tempat 

para mahasiswa 
jurusan bahasa KUIS 
berinteraksi. 3. Para 

mahasiswa juga belajar 
budaya Indonesia di 

KUIS

1

2

Ketika menjadi mahasiswa 
pertukaran dari Universitas 
Atma Jaya Jakarta di Kanda 
University of International 
Studies (KUIS) di 2016, Sarah 
Gautami sering belajar bersa-
ma para mahasiswa Jepang 
jurusan Bahasa Indonesia. 
“Kami sering kumpul belajar 
bersama di Multilingual Com-
munication Center (MULC). 
Bahasa Indonesia para maha-
siswa Jepang itu lumayan lan-
car,” ujar gadis yang baru saja 
meraih gelar sarjana ekonomi 
itu.

MULC adalah fasilitas buat 
mahasiswa untuk merasakan 
pengalaman berbagai bahasa 
dan budaya. Di area tersebut 
terdapat bagian yang mem-
perkenalkan budaya Jepang 
dan buku-buku teks Jepang 
yang diterbitkan di negara-ne-

gara lain. Ada pula stan Tiong-
kok, Spanyol, Korea, Indone-
sia, Vietnam, Thailand yang 
memamerkan rumah-rumah 
tradisional masing-masing 
negara. Tentu saja tempat itu 
juga dilengkapi dengan ke-
lengkapan informasi sehingga 
mahasiswa dapat mempela-
jari budaya masing-masing 
negara.

Berkat sering kumpul-
-kumpul dan belajar dengan 
mahasiswa Jepang dan sesa-
ma mahasiswa pertukaran di 
MULC pada program pertu-
karan mahasiswa 11 bulan di 
KUIS, bahasa Jepang Sarah 
tentu mengalami peningka-
tan. “Waktu sebelum berang-
kat, saya baru belajar Bahasa 
Jepang tingkat dasar dan 
membaca hiragana dan kata-
kana,” ceritanya.

Sarah Gautami
Mahasiswi Pertukaran 2016

Sejak  April 2018 Kitamu-
ra Naoko memulai kehidupan 
sebagai karyawati di sebuah 
perusahaan di Jakarta. Alum-
nus jurusan Bahasa Indonesia 
di Kanda University of Inter-
national Studies ini tidak me-
rasa asing tinggal dan bekerja 
di Jakarta. Saat menjadi ma-
hasiswi, ia pernah tinggal di 
Jakarta untuk memperdalam 
kemampuan bahasanya.

“Menurut saya, jika ada 
uang dan waktu, lebih baik 
kita juga belajar bahasa di 
negara asal. Belajar di negara 
asal ini tak hanya membuat 
kita belajar bahasa saja tapi 
juga belajar kehidupan, ke-
budayaan, adat istiadat dan 
lain-lainnya,” kata gadis yang 
amat fasih berbahasa Indone-
sia ini.

Ia tidak memungkiri bah-

wa kemampuan berbahasa 
meningkat pesat setelah be-
lajar langsung di Indonesia.

Ketika masih belajar di 
KUIS, ia sebenarnya sudah 
cukup lancar berbahasa Indo-
nesia. Untuk meningkatkan 
kemampuan berbahasa, ia 
belajar lewat lagu-lagu. “Saya 
sangat suka JKT48, Raisa, 
HIVI dan lain-lain. Saya men-
dengarkan lagu mereka sam-
bil melihat liriknya. Kalau ada 
kosa kata yang tidak tahu, 
saya cari artinya,” ujar peng-
gemar Kinal JKT48 ini.

Resep jitu lainnya adalah 
rajin praktik. “Setiap tahun 
selalu ada mahasiswa per-
tukaran dari Indonesia. Saya 
berbicara dengan mereka. 
Kalau ada yang salah, mereka 
pasti membenarkan,” ucap 
Kitamura. 

Kitamura Naoko
Alumni KUIS

3

Sarah Gautami  (kanan).Kitamura Naoko

Dokumentasi KUIS

Dokumentasi Sarah GautamiDokumentasi Kitamura Naoko
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M
eski Amerika Serikat dan Inggris 
mendominasi daftar 100 kampus 
teknik terbaik di dunia pada 2017, 
namun negara-negara Asia seper-

ti Singapura, Tiongkok dan Jepang tak mau 
ketinggalan. Dalam reputasi akademik yang 
dibuat oleh QS World University Ranking ada 
empat faktor yang menentukan dalam urutan 
peringkat yakni; reputasi akademik, reputasi 
karyawan, kutipan per paper, serta produkti-
vitas dan publikasi hasil penelitian. 

Untuk mendapatkan skor dalam reputasi 
akademik, dilakukan survei terhadap 80.000 
individu yang terlibat dalam pendidikan dan 
penelitian dari berbagai negara. Reputasi 
akademik ini mendapatkan porsi 40% dari 
total nilai. 

Sedangkan guna mendapatkan skor terha-
dap reputasi karyawan dilakukan survei terha-
dap 40.000 responden. Kepada mereka dita-
nyakan bagaimana karyawan lulusan sebuah 
universitas bekerja. Mulai dari kompetensinya 
hingga kreativitas mereka.

Sementara itu, penilaian kutipan paper 
diperoleh dengan cara menghitung seberapa 
banyak hasil penelitian dari pengajar dan pe-
neliti dari kampus tersebut dikutip oleh pihak 
lain. Semakin banyak   papaer itu dikutip, se-
makin besar nilainya.

Selain menghitung kutipan sebuah paper, 
dilihat juga seberapa banyak sebuah kampus 
membuat dan menerbitkan hasil penelitian-
nya. Semakin produktif dan luas jangkauan 
paper dari suatu kampus, semakin baik nilai
nya. 

Dari hasil penghitungan empat indikator 
di atas, akhirnya diperoleh daftar kampus ter-
baik di Negeri Sakura untuk jurusan teknik. 
Berikut ini kampus terbaik tersebut.   

1.	 University of Tokyo
Didirikan pada 1877, University of Tokyo 

menempati urutan ke 46 di World University 
Rankings. Kampus ini memiliki Fakultas Tek-
nik yang membawahi 16 departemen. Salah 
satunya ialah Civil Engineering, Urban En-
gineering dan Material Engineering. Dalam 
misinya, Fakultas Teknik Universitas Tokyo 
bertujuan untuk membina individu berbakat 
dengan pengetahuan sains dan teknologi 
sehingga bisa berkontribusi bagi umat ma-
nusia.

2.	 Tokyo Institute of Technology
Kampus yang biasa disebut Tokyo Tech 

ini sejak 1949 memiliki misi untuk mendidik 
mahasiswa hingga berkontribusi pada ko-
munitas internasional di bidang teknik sipil. 
Saat ini Tokyo Tech memiliki enam departe-
men yaitu School of Science, School of Engi-
neering, School of Materials and Chemical 
Technology, School of Computing, School 
of Life Science and Technology serta School 
of Environment and Society. Masing-masing 
departemen memiliki program sarjana dan 
pascasarjana.

3.	 Kyoto University
Universitas negeri yang dibangun pada 

1897 ini masuk dalam peringkat ke-74 World 
University Ranking. Di bidang teknik sipil, 
Kyoto University memiliki program untuk 
jenjang S1 dan S2. Pada program sarjana, 
terdapat enam program studi di antaranya 
Global Engineering, Architecture dan Engi-
neering Science. Pada program pascasar-
jana, terdapat 17 studi di antaranya Urban 

Management, dan Civil and Earth Resources 
Engineering.

4.	 Osaka University
Awalnya bernama Osaka Prefectural 

Medical College pada 1919, kini Osaka Uni-
versity memiliki banyak divisi untuk studi 
teknik. Pada program S1, terbagi menjadi 
lima program studi di antaranya Global Ar-
chitecture dan Applied Science. Sementara 
untuk program pascasarjana, Osaka Univer-
sity memiliki 10 departemen salah satunya 
ialah Sustainable Energy and Enviromental 
Engineering.

5.	 Tohoku University
Didirkan pada 1736 sebagai sekolah me-

dis, kini Tohoku University memiliki sekolah 
teknik untuk program sarjana dan pascasar-
jana. Departemen yang tersedia di School 
of Engineering of Tohoku University di an-
taranya  Mechanical and Aeorospace, Civil 
Engineering and Architecture, serta Mate-
rial Science untuk program S1. Sementara 
untuk S2 beberapa di antaranya Robotics, 
Civil and Enviromental Engineering serta 
Metallurgy.

Sementara dalam bidang bisnis dan  ma-
najemen, daftar urutan sekolah bisnis terba-
ik di Jepang dirilis oleh Eduniversal, agensi 
rating pendidikan dari Paris. Dalam daftar 
yang rilis  2017, Eduniversal menggunakan 
sistem evaluasi secara kualitatif dan kuanti-
tatif. Universitas yang terpilih dinilai memili-
ki pengaruh kuat di ranah internasional.

1.	 Keio University
Sebagai universitas swasta tertua di 

Jepang, Keio University memiliki Keio Busi-
ness School (KBS) sejak 1978. Saat ini KBS 
sudah memiliki sekitar 3.900 alumni dari 
program Master dan Ph.D dengan presenta-
se kelulusan rata-rata diatas 90%. Fakultas 
yang tersedia ialah General Management, 
Marketing, Production, Accounting, Finan-
ce, Management Science, Organizational 
Behaviour, dan Business Environtment.

2.	 Waseda University
Graduate School of Business and Finan-

ce asuhan dari Waseda University berlokasi 
di Shinjuku, Tokyo. Misi yang diemban se-

kolah ini ialah untuk menciptakan pengeta-
huan manajemen serta menembangkan pe-
mimpin yang berwawasan dan bertanggung 
jawab dengan perspektif global. Fakultas 
yang tersedia di antaranya Management 
Strategy, Corporate Finance dan Global  
Management.

3.	 Kyoto University
Fakultas Ekonomi dan Sekolah Pascasarja-

na Ekonomi di bawah asuhan Kyoto University 
memiliki misi untuk membina individu untuk 
menerapkan pengetahuan dalam mengatasi 
tantangan ekonomi dan bersiap untuk berkon-
tribusi dalam komunitas global. Pada jenjang 
pascasarjana, program yang tersedia salah sa-
tunya International Graduate Program for East 
Asia Sustainable Economic Development Stu-
dies yang baru saja dibentuk pada 2009.

4.	 Tokyo University 	of Science – 
TUS School of Management
Sekolah Manajemen asuhan Tokyo Uni-

versity of Science bertujuan tak hanya 
untuk mendapat pengetahuan, tetapi juga  
mengembangkan keterampilan secara man-
diri dan kolaboratif sehingga bisa mene-
rapkan pengetahuan untuk menganalisa 
masalah dan mencari solusi. Memiliki dua 
departemen yakni Business Economics dan 
Management.

5.	 Nagoya University
Nagoya University of Commerce & Busi-

ness (NUCB) berlokasi di Aichi, memiliki misi 
mendidik pemimpin yang inovatif, beretika 
dan menciptakan pengetahuan yang mema-
jukan bisnis dan masyarakat. Memiliki empat 
fakultas yaitu Studi Internasional, Manaje-
men, Ekonomi dan Perniagaan. Khususnya 
pada Fakultas Manajemen memiliki dua de-
partemen yakni Management dan Manage-
ment Information Science. •

Kampus Teknik dan Bisnis Terbaik di Jepang

Ilustrasi wisuda di sebuah kampus.

Waseda University

Keio University

University of Tokyo

Dokumentasi Wikimedia
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S
ekitar 1960-1970 Indonesia mengajak 
Jepang untuk membangun bendungan 
air di Jawa Timur. Beberapa bendung
an itu di antaranya Bendungan Selorejo 

(1963-1972), Bendungan Lahor (1972-1977), 
Bendungan Wlingi (1972-1979) dan Bendu
ngan Karangkates (1975-1977).

“Kerjasama dalam pembangunan infra-
struktur tidak hanya memberi manfaat pada 
hadirnya infrastruktur fisik semata namun 
juga memberikan manfaat bagi peningkatan 
kapasitas sumber daya manusia, alih tekno-
logi dan lahirnya institusi baru,” kata Kepala 
Balitbang Kementerian Pekerjaan Umum dan 
Perumahan Rakyat (Kemen PUPR) Danis H Su-
madilaga kepada media.

Kerjasama pembangunan beberapa ben-
dungan di Jawa Timur itu, menurut Danis, tu-
rut meningkatkan kemampuan insinyur Indo-
nesia serta turut berpengaruh pada lahirnya 
Perum Jasa Tirta 1 yang mengelola Daerah 
Aliran Sungai Brantas dan berdirinya PT. Indra 
Karya, BUMN jasa konsultansi bidang sumber 
daya air.

Kerjasama spesifik lainnya dalam hal pem-
bangunan Sabo Dam untuk menahan aliran 
banjir lahar erupsi gunung berapi. Melalui ker-
jasama tersebut, Indonesia telah memiliki ahli 
Sabo dan telah dibentuk Balai Sabo di Yog
yakarta sebagai pusat riset dan pengemba
ngan teknologi Sabo. Hingga kini sudah diba
ngun 646 bangunan Sabo Dam di Indonesia di 
antaranya 250 buah di lereng Gunung Merapi, 
dan 92 buah di lereng Gunung Agung.

Di sektor jalan tol, yakni pembangunan Tol 
Akses Pelabuhan Tanjung Priok selesai 2017, Tol 
Akses Pelabuhan Patimban di Subang, dan Tol 
Padang-Pekanbaru Seksi II Sicincin-Payakumbuh 
sepanjang 78 km. Pada ruas tersebut terdapat 
pembangunan lima terowongan dengan total 
panjang 8,9 km yang menembus Bukit Barisan. 
Jepang berpengalaman dalam pembangunan 
terowongan panjang sehingga diharapkan ada 
alih pengetahuan dan teknologi.

“Kerjasama dalam pembangunan tero-
wongan dengan Jepang dapat dikembangkan 
lagi misalnya membentuk training center khu-
sus terowongan. Hal ini untuk mengantisipa-
si kebutuhan pembangunan terowongan di 
masa depan. Saat ini terowongan belum terla-
lu banyak,” lanjut Danis.

Kerjasama lainnya adalah pembangunan 
proyek Double-Double Track (DDT) dari  Sta-

siun Manggarai hingga Stasiun Cikarang yang 
melibatkan Kementerian Perhubungan dan 
beberapa perusahan Jepang seperti Kyosan 
Jepang, Mitsubishi Heavy Indonesia, dan Su-
mitomo Corporation. Proyek kerjasama Indo-
nesia dan Jepang lainnya adalah pembangun
an kereta api Mass Rapid Transit (MRT) dari 
Lebak Bulus hingga Bundaran Hotel Indonesia 
di Jakarta Pusat.

Ahli
Luki Danardi, karyawan PT Waskita Karya 

melanjutkan gelar Master di University of To-
kyo (Todai) Jurusan Geoteknik karena Jepang 
ahli dalam bidang tersebut, khususnya terkait 
dengan gempa dan mitigasi tekniknya. “Tentu 
menjadi tempat yang tepat untuk belajar di 
mana Indonesia juga punya potensi terhadap 
gempa sebagaimana Jepang,” kata alumni 
Teknik Sipil UGM itu. Guru besar yang mem-
bimbing Luki adalah profesor kondang dan 
wakil presiden dari Asia untuk Ikatan ahli geo-
teknik sedunia.

Senada dengan Luki,  Syafi’i memilih me-
lanjutkan studi S3 di Jepang karena ilmu tek-
nik di sana sangat maju yang tercermin dari 
inovasi dan karya yang mereka bangun. “Saat 
itu saya mengambil kuliah S3 di Kobe Universi-
ty, program studi Teknik Sipil,” kenang dosen 
jurusan Teknik Sipil, Universitas Negeri Sebe-
las Maret (UNS) itu. Menurut Syafi’i  teknologi 
yang dikembangkan di Jepang sesuai kondisi 
Indonesia, sama-sama rawan gempa, sehingga 
dalam konteks perhitungan dan  pembangun

an infrastruktur, faktor gempa menjadi per-
timbangan penting.

Universitas di Jepang, jelas Luki, sangat 
mendukung dan mendorong riset dalam ben-
tuk akses jurnal, pendanaan, pengadaan alat, 
dan ikut serta dalam konferensi. “Mereka juga 
sering mengadakan diskusi ilmiah untuk mem-
beri masukan terkait dengan aplikasi dari hasil 
riset dan tujuan globalnya,” tambah Luki.

Ilmu teknik yang diperoleh dari Negeri Sa-
kura itu dapat diterapkan di Indonesia untuk 
menunjang pembangunan infrastruktur. Apa-
lagi, jelas Syafi’i beberapa laboratorium kam-

pus di Tanah Air mempunyai fasilitas seperti 
halnya di Jepang. “Ilmu secara umum masih 
belum dapat diaplikasikan 100%. Tapi secara 
framework, cara berpikir, dan langkah-lang-
kah kerja sangat dipakai di pekerjaan sehari-
hari. Kelemahan di Indonesia umumnya tidak 
mendasarkan pada pengetahuan dan diskusi 
ilmiah yang bisa dipertanggungjawabkan. Le-
bih ke arah kebiasaan yang belum tentu be-
nar,” kata Luki.

Meski belum seluruhnya bisa diterapkan, 
Luki tetap mengaplikasikan ilmu dari Jepang 
untuk semua proyek infrastruktur yang diker-

jakan. Seperti bagaimana memastikan pondasi 
sesuai kapasitas yang diinginkan, dengan me-
tode kerja, pengujian dan perhitungan meru-
juk pada code yg berlaku.

Alih Teknologi
Duta Besar Jepang untuk Indonesia Ishii 

Masafumi mengatakan Jepang ingin berkon-
tribusi untuk pembangunan dan ekonomi 
Indonesia, terutama infrastruktur. Dalam ker-
jasama pembangunan proyek MRT, Jepang 
merekrut juga tenaga kerja Indonesia. Tak 
hanya di bidang pembangunan MRT, lebih 
dari 200 perusahaan Jepang di Indonesia yang 
tumbuh pesat juga mempekerjakan karyawan 
dari Indonesia.

Menurut Syafi’i, alih teknologi telah dite-
rapkan dalam pembangunan infrastruktur. 
Beberapa pembangunan infrastruktur kerja-
sama antara Indonesia dan Jepang selalu me-
libatkan tim ahli dari kedua negara. “Dengan 
demikian proses alih teknologi dapat berjalan 
dengan baik,” katanya.

Selain itu, minat mahasiswa Indonesia 
untuk belajar ilmu teknik ke Jepang juga me-
ningkat. “Terlebih saat ini selain beasiswa 
Monbukagakusho, pemerintah Indonesia juga 
memberikan beasiswa untuk melanjutkan stu-
di  ke luar negeri,” tutupnya. •

Teknologi Jepang untuk Pembangunan Infrastruktur
Kerjasama Indonesia dan 

Jepang dalam pembangunan 
infrastruktur terus meningkat. 

Bukan hanya pembangunan 
bendungan dan terowongan 

tetapi meluas ke jalan tol dan 
perumahan. Jepang pun turut 
meningkatkan kemampuan 

tenaga ahli konstruksi 
Indonesia.

HaloJepang!/Joko Harismoyo

Pekerja sedang menyelesaikan pembangunan  
proyek Double-Double Track di Stasiun  
Manggarai (atas), Luki Danardi saat  
wisuda dari University of Tokyo (kiri).

Dokumentasi Luki Danardi
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